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１．はじめに 

近年，補修または補強を行った数年後に再劣化（損傷）

が発生する道路橋が見られており，計画的な維持管理・長

寿命化を図る上で問題となっている．そこで本報では，再

劣化発生の予防策を検討するための基礎資料として，関東

甲信地方の道路橋を対象に，補修または補強済み箇所（両

方も可．但し，鋼橋疲労き裂を除く．以下，「補修・補強」

という．）における再劣化の実態（以下，「再劣化事例」

という．）を調査し，主なものについて特徴分析を行った． 

２．補修・補強箇所における再劣化実態調査 

2.1 対象橋梁，調査フロー 

対象は平成15年度から平成29年度までに橋梁定期点検

（1～3巡目）を行った関東甲信地方の道路橋（延べ8,156

橋）とし，点検調書や橋梁管理カルテ等を基に，図1 の調

査フローのように補修・補強箇所の再劣化事例を抽出した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP①
平成15～29年度点検 8,156橋梁

定期点検調書の抽出

STEP②
補修・補強履歴の確認

点検調書（その１）、管理カルテ 他

関東地整の全管理橋梁
の再劣化実態調査

STEP③
再劣化事例の確認

点検調書（その1～その11）

STEP④
再劣化事例の抽出

損傷種類別、部位部材別

STEP⑥
初回再劣化事例発生時期の確認

過年度点検調書

STEP⑦
再劣化事例箇所

補修・補強前の状態確認
過年度点検調書

STEP⑧
再劣化事例一覧表作成

再劣化事例毎に23項目程度の情報入力

STEP⑤
再劣化事例の進展の有無の確認
点検調書（その6、その11）

 

  図1 補修・補強箇所における再劣化実態調査フロー 

2.2 再劣化事例数の抽出単位 

どの径間・部材部位に，どの補修・補強工法が施工済

みで，そこに如何なる再劣化が発生しているのか点検調

書に詳しい記載が無く，点検調書（その６）損傷写真で

しか判別できないため定量的な抽出が困難等の理由から，

整理項目別に再劣化事例数を橋梁単位で抽出した． （例： 
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表1 補修・補強工法別 再劣化事例発生の延べ橋梁数とその割合 
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表１は工法別に，図 3 は部材部位-補修・補強材-損傷種

類-損傷原因別に，再劣化が１つでも有れば１橋として抽

出･集計．図2は図3と同様な方法で集計･割合を算出．） 

2.3 再劣化事例の初回確認日 

補修・補強後に行った橋梁定期点検（但し，平成15年度

～平成29年度実施分）において補修・補強済み箇所に初め

て再劣化を確認した日を，再劣化事例の初回確認日とした． 

(注)塗装塗替工法の再劣化には防食機能の劣化を含む． 

2.4 再劣化実態調査結果の概要 

表 1 に，平成15 年度から平成 29 年度までの橋梁定期

点検結果（1～3巡目）等を用いた補修・補強工法別の再

劣化事例発生の延べ橋梁数とその割合を示す． 

①A：補修・補強橋梁数(補修・補強済みの延べ橋梁数)は

計3,865橋．うち，補修・補強後の定期点検で，補修・補

強済み箇所に再劣化を確認した補修・補強工法が29工法． 

②B：再劣化事例有り橋梁数（補修・補強済み箇所で再劣

化を確認した延べ橋梁数）は計2,446橋．塗装塗替工法が

突出して最も多く，次に多いのが RC 巻立工法であった． 

③A：補修・補強橋梁数が100橋以上かつ5年以内再劣化事

例率（C/A）（補修・補強済み箇所に5年以内に再劣化を確

認した延べ橋梁数の割合）が40%以上の補修・補強工法は，

RC 巻立工法と塗装塗替工法．繊維シート接着工法や断面

修復工法等の3工法も，5年以内再劣化事例率が20%～30%． 

④5年以内再劣化事例率（C/A）は 9%だが，補修・補強後

の期間が5年を超える再劣化事例率（B/A）が85%とかなり

高くなる鋼板接着工法のような補修・補強工法も見られた． 

３．補修・補強工法別の再劣化事例の特徴分析 

表1に示すA：補修・補強橋梁数が100橋以上かつ5年以内

再劣化事例率（C/A）が10%程度以上の補修・補強工法の中

で，8工法（表1の赤文字）について再劣化の特徴分析を行

った．以下に，(No.7)繊維シート接着工法の概要を示す． 

3.1  再劣化事例の部材部位別発生割合 

図 2 に，部材部位別の再劣化事例の発生割合を示す．

部材では，床版（鋼橋，PC 橋，RC 橋の計）が最も高く，

次いで橋台，主桁が高い．床版の部位では一般部，橋台

の部位では竪壁，主桁の部位では一般部が各々最も高い． 

3.2  部材部位-補修・補強材-損傷種類－損傷原因の関係 

図3 に，RC床版（鋼橋）の部材部位-補修・補強材-損

傷種類－損傷原因別の再劣化事例有り橋梁数を示す．①

再劣化は，補修・補強材（繊維，塗装）に比べコンクリ

ート部材にかなり多く発生しており，損傷の種類はコン

クリートの“うき”，漏水・遊離石灰，ひびわれ，剥離・

鉄筋露出であった．②コンクリート部材の損傷種類別の

原因として，“うき”は製作・施工不良，漏水・遊離石灰

は防水・排水工不良が最も多い．しかし，ひびわれや剥

離・鉄筋露出は発生部位によって原因が異なった．①②

は，繊維シート施工前に行うコンクリート部材の事前処

理方法・精度，シートの性能等に起因する可能性もある．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3  適用示方書別の再劣化事例有り橋梁数の比較 

昭和 39 年鋼道路橋設計示方書適用の RC 床版(鋼橋)の

再劣化事例有り橋梁数は，他の道示適用橋に比べて多い． 

４．まとめ 

今回の調査により，補修・補強工法別の再劣化事例の

発生割合，主な補修・補強工法の再劣化の特徴等を明ら

かにできた．今回は定期点検調書等を用いた机上の調査

につき，さらに現地調査等による詳細な分析や効果確認，

再劣化の発生防止策の検討等を，国総研・土研CAESARの

技術的助言を得ながら進めていく予定である．本報の内

容は国土交通省関東技術事務所発注「H30道路橋の補修・

補強箇所における再劣化予防策検討業務」（受託:首都高

技術，首都高技術ｾﾝﾀｰ JV）の業務委託成果の一部である． 
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図2  部材部位別 再劣化事例の発生割合 
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図3  部材部位-補修･補強材-損傷種類-損傷原因別 再劣化事例有橋数 
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